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この事業は、将来オリンピックをはじめとする国際大会や国民体育大会等の全国大会で活躍できる大分育

ちのジュニア選手を発掘・育成することを目的として実施しています。平成２７年度に２５５名の中から選

考された３０名の育成選手第一期生が、一年間の競技力向上に関する 

プログラムや体験競技に関するプログラムを終了し、修了証書が渡さ 

れました。主催者挨拶で、井上倫明県競技力向上対策本部事務局長（ 

県教育庁体育保健課課長）が、これからのがんばりに期待を込めて、 

「将来、『チーム大分から世界で活躍するアスリート』を合言葉に、 

それぞれの目標に向けて全力でチャレンジしてほしい」と、松元義人 

プロジェクト委員会委員長（県スポーツトレーナーズ協議会会長）が 

 

 

 

公益財団法人日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）との連携により、オリ 

ンピック・パラリンピックへの出場を目指す本県出身選手の就職支援（Ｊ 

ＯＣアスナビ）と、国民体育大会において活躍が期待される選手と県内企 

業とのマッチング支援を目的とした交流会（大分県版アスナビ）を開催し 

ました。 

スポーツキャスターの長島三奈さんの進行により、「アスリート採用企 

業事例紹介」や「意見交換会」などを行いました。事例発表は、乃村工藝 

社の西崎哲男選手（パラ・パワーリフティング競技：リオデジャネイロパ 

ラリンピック日本代表）と原山麻子氏（スポーツぶんか事業開発室長）に 

よるものでした。『「選手の採用と練習環境を整えるだけではなく、社員 

との交流の場を作ることで応援体制ができ、会社の一体感が生まれた」な 

ど、企業とアスリートがＷｉｎ－Ｗｉｎの関係を構築する方法はいくらで 

もあり、それは選手と会社側 

が遠慮なく互いに要望するこ 

とで創られていく』という話 

に、参加した大分の企業関係 

者は興味深く聞き入り、感銘 

を受けていました。また、情 

報交換会では企業・アスリート、そして県内の各競技団体関係 

者が感じたことや考えていることを発表しました。その発言内 

容には、さらに魅力ある就職支援体制を築いていく上で参考と 

なるものでした。 

平成２６年から平成２８年の３年間で、１３社・団体に１６名の選手が就職し、充実した競技活動を行っ 

ています。これからも、多くのアスリートが大分で活躍できるよう就職支援活動を発展させていきます。 

平成 28 年度 第 6号 平成 29 年 3月 17 日発行 

モデレーターの長島三奈さん 

西崎選手と原山氏（乃村工藝社） 

アスナビ就職決定者とゲスト 

修了式の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ３月下旬から４月上旬にかけて全国各地において、多くの競技で全国選抜大会が開催されます。出場する

チーム紹介をします。（監督のコメントを掲載しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

～ 大分県競技力向上対策本部 事務局より ～ 

○「がんばれ！チーム大分」Facebookページを開設しました！ぜひ、ご覧ください。 

(https://www.facebook.com/team.ooita)    

・「チーム大分」の活躍の様子や競技力向上に向けた取組を発信しています 

○大分県教育委員会ホームページ（http://kyouiku.oita-ed.jp/sports.html）  

Facebook ﾍﾟｰｼﾞ 

QR コード↓ 

 

育成選手代表あいさつをする平川選手 

育成選手 第一期生 

明豊高校 男子剣道部 

若いチームで不安定さはあるが、

いつも通りの力が発揮できれば充

分戦える。しっかり調整して、上

位目指して大会に挑む。 

三重総合高校 女子剣道部 

どこにも負けない冬場の豊富な稽

古量で、自信ができた。一回戦の

鹿児島代表（樟南高校）が勝負所

で、勝って勢いに乗りたい。 

大分西高校 なぎなた部 福徳学院高校 なぎなた部 

強豪校相手に、どこまで通用する

か試したい。できることをしっか

り発揮し、挑戦者の気持ちで積極

的に一戦一戦に臨む。 

１年生が多い若いチームのため、

選抜大会で経験を積み、課題を得

て戻り、夏のインターハイや秋の

国体につなげていきたい。 

けが人が復帰し、ベストな布陣で

臨める。強豪校との対戦になる

が、予選突破して決勝トーナメン

トに進出する。 

大分舞鶴高校 ラグビー部 

「これから皆さんの新たな挑戦が始まりま 

す。未来のオリンピアンがこの一期生から 

誕生することを、願っています。」と祝辞 

を述べました。育成選手を代表して、平川 

こよみ選手（日田市立東渓中学校１年）が 

「私たちはこれからが一番成長する時期で 

す。学んだことを活か 

してトップアスリート 

を目指します。」とあ 

いさつしました。 

最後は、選手一人ひとりがこれからの目標を「自分の選ん 

だ競技で世界を目指します！」、「オリンピックに出場し、 

メダルを取ります！」、「ジュニアアスリートの一期生とし 

て誇りと自覚を忘れず夢が叶うまで日々努力していきます！」 

など会場に響き渡る大きな声で誓いました。 

４月からは各競技団体の活動に加わり、自分の目標に向っ 

て挑戦していきます。 

大会に出場する選手

は、ベストコンディシ

ョンで大会に臨み、最

高の結果をつかんでく

ださい。 

全国に『大分旋風』を

巻き起こしましょう！

チーム大分復活には、

少年の力が鍵を握って

います。 

期待しています！ 

 

https://www.facebook.com/team.ooita
http://kyouiku.oita-ed.jp/sports.html

